
傘を使いはじめる前に

傘のお手入れ方法

傘を扱う際のPOINT

使用上ご注意いただきたいこと

はじめて傘を開く際は、バンドを外し、生地をよくほぐしてから、ゆっくりと丁寧に開いてください。
傘を開いたら、ご使用になる前に、動作確認をお願いいたします。
以下のような状態がないかご確認ください。

より長くご愛用いただくために、日々のメンテナンスとして、以下をご参考ください。

商品には万全を期しておりますが、上記項目、そのほか万が一不具合を認める場合は、
ご購入店へお問い合わせをお願いいたします。
当社規定により、7日以内であれば、初期不良として交換、返品を承らせていただきます。

骨が折れたり曲がったりしていないか

生地が破けたり、汚れたりしていないか

石突がゆるんでいないか

手元はきちんとついているか

38～40度程度の少量のお湯で少しずつ表面の汚れを洗い流し、薄めた中性洗剤を
タオルやスポンジにつけ、やさしくトントンと傘生地に充てて汚れを落とす。
※強くこすると生地の劣化につながります。
再度お湯をかけ流し、すこしずつ洗剤を洗い流し、風通しのいい場所で陰干しする。

防水スプレーをかけると
より防汚性が保たれます。
※室内で防水スプレーは使用しないでください。

傘を開くときは、バンドをはずし、よく振って生地をほぐしてから開いてください。
折りたたみ傘を傘袋にしまう際は、傘本体の巻きの方向にくるくると回しながら傘袋に入れると
上手にしまえます。

使い初めなど、傘生地がほぐれていない状態で、無理に開こうとすると、
骨折れや故障の原因となります。
雨に濡れたあとは、風通しの良い場所で陰干ししましょう。
傘は撥水加工していますが、20mm以上の強い雨の際は、水が染み出す場合がございます。
雨風の強い日は使用を避けましょう。
ハンドルの木や竹素材は、天然素材のため個体差がございます。
それぞれの風合いとしてお楽しみください。

POINT!


